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今月のクイズ

　人通りが多い道路を走行中に、駐車車両の前後などから不意に人や自転車が飛び出してきて、慌て
てハンドルを切ったことはありませんか？
　今月は、ハンドル操作の誤りで起きた事故を通し、適切なハンドル操作を行うためにはどうしたら
よいかを考えてみましょう。

　平成28年中に車両の運転操作の誤りで起きた死亡事故は600件で、
そのうち「ハンドル操作不適」が65％を占め、「ブレーキ・ハンドル
同時操作」を含めると、ハンドル操作の誤りによる事故は7割を超え
ています（図1）。ハンドル操作不適事故の内訳をみると、工作物へ
の衝突や路外への転落などの「車両単独」事故が約76％と最も多
く、「正面衝突」事故が約16％と続きます。ハンドル操作を誤り車
線を逸脱すると、工作物や対向車に衝突して死亡事故を起こす危険
性が高い様子がうかがえます。

ハンドル操作は余裕をもって適切に

図2,3出典：公益財団法人交通事故総合分析センター イタルダインフォメーションNo.107「運転操作の誤りを防ぐ」より弊社作成

出典：公益財団法人交通事故総合分析センター　平成28年「人的要因別・事故類型別　死亡事故件数（１当）‐車両」より弊社作成

図1：車両の運転操作の誤りで起きた
死亡事故の割合（平成28年中）

図2：運転操作不適事故の危険認知速度の比較（平成16～25年） 図3：ハンドル操作不適事故の人的要因（複数回答あり）

ハンドル操作の誤りによる死亡事故が多い

「慌て」や「パニック」がハンドル操作を誤らせる
　平成16～25年の10年間に起きた交通事故のデータをもとに、ハンドル操作の誤りによる事故時の
状況をもう少し詳しくみてみましょう。事故直前の速度（危険認知速度）は、約半数が40km/hを超
えており、その速度の割合は他の操作の誤りに比べ約3～9倍も高くなります（図2）。道路の形状別
にみると、カーブでの発生割合が最も多く、次いで直線道路となっています。時間帯は、深夜0時～
朝5時台が多く、特に24歳以下の若者は他の年齢層より深夜の発生率が高くなります。
　さらに、交通事故例調査データをもとに、ハンドル操作を誤って事故を起こしたときのドライバー
の人的要因をみると、「慌て、パニック」が最も多く、「運転技量・経験不足、過信」「飲酒」が続
いています（図3）。
　「直線道路で人や自転車が飛び出してきた」「速度が出ている状態でカーブに差し掛かった」など
の状況に直面した際、慌てたりパニックを起こしたりしてハンドル操作を誤り、重大事故を起こして
いると考えられます。また、深夜から朝にかけては、交通量が減るため速度を出しやすい時間帯であ
ると同時に、疲れや眠気から注意力が散漫になるため、危険が迫ったとき、適切にハンドル操作でき
ない状況が生じます。特に若者は運転経験が浅く技能も未熟なので、速度を出しすぎてハンドル操作
を誤る危険性が高くなります。
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※ 構成比は小数点第2位を四捨五入して表示しているため、合計が100％にならない場合があります。

平成28年中に、車両による交通事故の死
亡事故率※は0.7％でした。そのうち、ハンド
ル操作の誤りによる死亡事故率を、次の中
から選んでください。

①1.4％　②4.4％　③7.4％

※死亡事故率＝死亡事故件数÷全交通事故件数×100

（答えは裏面）
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担当営業課

　慌てず安全にハンドル操作を行うためには、どうしたらよいのかをみてみましょう。

慌てず適切なハンドル操作を行うためには、
　   正しい運転姿勢を保ち、ハンドルは両手でしっかりと握りましょう。
　  車間距離を十分にとり、車線の中央を維持して、速度をコントロールしな
　   がら走行しましょう。

リラックスしすぎた運転姿勢だと、肘が伸びた状態なので余裕のあ
るハンドル操作ができません。一方、前かがみで背中が背もたれに
ついていない運転姿勢だと、肘が曲がりすぎているため、大きく早
くハンドルを切る操作が困難になります。
座席に深く座り、肩甲骨から腰までをぴったりと背もたれにつけた
状態でハンドルを両手で握ります。そのとき、肘が少し曲がるよう
に、背もたれと座席の位置を調整しましょう。ハンドルの高さも、
操作しやすく計器が見やすい位置に合わせましょう。
また、運転中に片手でハンドル操作をしていると、飛び出しなど不
意に現れた危険に対応できず衝突する危険性があります。ハンドル
を両手でしっかりと握り、正しい姿勢を保って操作しましょう。

適切なハンドル操作を行うためには

正しい運転姿勢を保ちましょう

前の車が急停止したとき、車間距離が短いと、ブレーキを踏み込む
と同時に、追突を避けようとハンドルを切りすぎて車線を逸脱し、
事故を起こす危険性があります。また、ぼんやりと運転している
と、ハンドル操作から意識が離れてしまうため、気づかないうちに
車線を逸脱するおそれがあります。
常に運転に集中し、車間距離を十分にとって、車線の中央を維持す
るようにハンドルを操作しましょう。

運転に集中し、車間距離を十分にとり、車線の中央を維持しましょう

速度が出ているほど車は前に進もうとする力が強くなるため、前方
の危険に気づいてハンドル操作をしても、間に合わずに事故を起こ
す危険性があります。また、減速せずにカーブに差し掛かった場
合、車は車線を逸脱し、対向車と正面衝突したり道路わきの工作物
に衝突したりするおそれがあります。そのとき、カーブを曲がりき
ろうとハンドルを内側に切りすぎると、車は大きく回転し重大事故
につながってしまう場合があります。
走行中は、スピードメーターをこまめに確認して速度をコントロー
ルし、カーブに入る前に十分減速しましょう。特に夜間は交通量が
減り、速度を出しやすい状況になるので、速度コントロールを怠ら
ないようにしましょう。
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今月のクイズの答え

③7.4％  「居眠り運転」や「ペダルの踏み間違い」など人的要因別にみた死亡事故率の中で、ハンドル操作が最も高い割合を占めています。

（出典：公益財団法人交通事故総合分析センター　平成28年「人的要因別・事故類型別　死亡事故件数（１当）-車両」より）
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